
  

               

                 

１１月の保健目標 

姿勢を正しくしよう 

歯の治療を受けよう 

令和６年１１月１４日 

北 区 立 都 の 北 学 園 

保健室（後期課程） 

 

秋の季節が感じにくいまま、急に冷え込んできました。冬は、寒く乾燥した気候となるため、さまざま

な感染症が流行します。先月お伝えしましたが、マイコプラズマ肺炎の流行が続いています。東京都にお

ける感染者数はピークから若干下がっていますが、本校でも罹患した生徒はいます。潜伏期間が２～３

週間と長く、最初は発熱があり、その後乾いた咳が続くのが特徴です。さらに、インフルエンザや感染性

胃腸胃炎等、注意が必要です。手洗い・うがい、換気や咳エチケットとともに、睡眠と朝食をはじめとす

る生活リズムをととのえて、免疫力を上げていきましょう。 

 

 

 

こんな座り方していませんか？！ 

姿勢が悪いと、内臓を圧迫して

血流や働きが滞ったり、目が近付

きすぎて視力が低下したり、集中

力がなくなったりします。 

また、身体の機能を調整してい

る「自律神経」は、背骨の中を通っ

ているため、心や体の不調の原因

にもなります。「いい姿勢」につい

て、考えてみましょう！ 

 

 

 

  

代謝が上がる！ 
血流や内臓の働きが改善され
代謝が良くなります。肌がき
れいになったり、疲れがたま
りにくくなったりします。 

集中力 UP！ 
背中が丸まっていると呼吸が
浅くなって、脳に酸素が届き
にくくなります。姿勢が良い
と、脳に十分酸素が届いて、
集中力が上がります。 



 

 

 

 歯科検診後、歯の治療は行きましたか？ むし歯、歯肉炎を指摘された人が、治療に行き「診断報告

書」を出した割合は、下の表のとおりです。歯の治療は時間がかかります。とくに９年生は、受験の大事

な時期に歯が痛み出すことのないように、１１月中に治療に行きましょう。 

自分の歯や体を守るためにも、かかりつけの歯科をつくり、定期的な歯のメンテナンスが必要です。 

 

むし歯・歯肉炎の指摘者、そのうちの治療者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 むし歯 歯肉炎 治療者 

７年生 ２４人 28.6％ ０人 0％ ８/２４人 33.3％ 

８年生 １８人 32.1％ ２人 3.5％ ５/１７人 29.4％ 

９年生 １６人 34.0％ ０人 ０％ ８/１６人 50.0％ 


